
長野県上田市下之郷乙1077-5　　　　avasys.jp

先進のIT技術と発想で、人とモノと情報がつながる
新しい時代を創造します

人びとを幸せに、
発想と技術で未来をクリエイトするわたしたちは、地域や業界に根ざし

「小さな日本一」のシステムを創り出す

会社であり続けることを目指しています

お客様のビジネスの成長をITでサポートする

上田・長野・箕輪・東京・石川

　⑷対外交流分科会：NISA主催セミナー等の開催、及び各種団体との共催事業

１．支部会　　時期 ： ６月、2月
１．支部会　　場所 ： 諏訪市周辺
２．会員交流事業
　　会員間の人材交流と活性化の為、大勢の会員が参加できる事業を開催する。
　　時期 ： 11月
　　場所 ：  岡谷市　　
３．研修会の開催
　　支部会にて検討し、地域企業及び自治体向けDXセミナーを開催する。
　　時期 ： ９月

１．支部事業
　⑴支部総会の開催 時期：2026年6月3日開催予定 場所：松本市内
　　①支部理事会・支部総会・懇親会　
　⑵支部会員交流事業
　　①グリーンミーティングの開催
　　　   時期：2026年6月3日開催予定 場所：中信地区内
　　②ボウリング大会の開催
    時期：2026年11月開催予定 場所：松本市内
　　③支部会・懇親会の開催
    時期：2027年3月開催予定 場所：松本市内
　⑶支部理事会の開催 時期：2026年12月開催予定 場所：松本市内
　⑷魅力ある支部を創るための活動
　　NISA会員としての意識と認識を高め、魅力的な活動により会員企業の増

加促進に繋げる（共同研究実施、仕事の連携及び紹介、雇用・採用・労務情
報共有など）

２．分科会事業　※ＮＩＳＡ本会の各委員会活動に積極参加する
　⑴事業開発分科会：産学官連携推進事業、信州ITバレー構想連携事業、
　⑴事業開発分科会：その他
　⑵技術開発分科会：新技術活用実証実験事業、その他
　⑶人材開発分科会：NISA学園事業、雇用採用事業

中 信 支 部 会 事 業
南 信 支 部 会 事 業

2026年度NISA総会記念講演2026年度委員会事業計画

生成AIからAIエージェントへ 
自律型AIが変える企業システムの実装と戦略 

記
念
講
演

講師　信州大学  工学部  教授 　和﨑　克己 氏
講師紹介

信州大学　工学部　教授　和﨑 克己 氏

博士（工学）。信州大学工学部助手、助教授を経て2009
年より教授、2024年より評議員。カナダ・アルバータ大
学客員研究員、NEDO技術評価委員等を歴任。並列分
散システムのモデル化、非同期システムの形式検証、モ
デル検査、ソフトウェア上流工程などの研究に従事。
IEEE、電子情報通信学会等会員。

　今回の講演は「生成AIからAIエージェントへ」と題して、急速に進
化するAI技術が企業システムやソフトウェア開発をどのように変え
ていくのかをテーマにご講演いただきました。講師は、信州大学工学
部教授の和﨑克己氏で、並列分散システムやソフトウェア工学の研
究者としての視点から、AIエージェント時代の技術と組織の在り方
をご講演していただきました。 
　現在、生成AIは単なる「対話型AI」の段階を超え、与えられた目的
に対して自律的に計画・実行・改善を繰り返す「AIエージェント」へ進
化しています。国内企業でも認知が急速に高まり、AI導入は「情報収
集」や「文章生成」だけでなく、社内ヘルプデスク、顧客サポート、業務
フロー自動化など、実際の業務実行へと広がりつつあります。AIは単
なる補助ツールではなく、人間の指示を理解し、自ら判断しながら動
く存在へ変化してきています。
　講演では、その実装を支える新しい考え方として「ハーネスエンジ
ニアリング」と「コンテキストエンジニアリング」が紹介されました。
ハーネスエンジニアリングとは、AIに対して細かなプロンプト修正を

繰り返すのではなく、AIが正しく判断できる環境やルール、テスト、
ガードレールを整備する考え方です。つまり、人間はAIへ直接命令す
るだけではなく、「AIが迷わず安全に動ける環境」を設計する役割を
担うようになります。一方のコンテキストエンジニアリングは、AIへ
与える情報の量や構造を最適化し、必要な情報を適切なタイミング
で渡すことで精度を高める技術であり、AI活用の質を大きく左右す
る重要要素とされています。 
　さらに講演では、AI導入が進む一方で、多くの企業が直面する「生
産性パラドックス」にも触れていただきました。個人レベルでは開発
速度や業務効率が大幅に向上しても、組織全体としてはコード品質
のばらつきや技術的負債が増え、成果につながらない問題が起きて
いるという指摘でした。
　AIによって誰でも簡単に開発できる時代だからこそ、全体設計や
品質管理、長期的視点が重要になります。エンジニアには単なる
“コーダー”ではなく、AIを統括する「指揮者」や「監査者」としての役
割が求められるようになります。 
　また、ソフトウェア開発の概念そのものも「Software 3.0」という
新しい段階へ移行しつつあると説明されました。従来のように人間
が一行ずつコードを書く時代から、AIがコード生成を担い、人間は設
計思想・品質・全体最適を管理する時代へ変わっていく。これに伴い、
企業に必要な人材像も変化し、技術力だけでなく、AIを活用した業
務設計力、運用力、判断力が重視されるようになっていきます。
　まさに、「AIを使う時代」から「AIと共に組織を動かす時代」への転
換を意味する方向です。単なるツール導入ではなく、企業文化や組織
設計、人材育成まで含めて変革する必要があることを示してくださり、
AI時代における情報産業の経営・開発・教育の方向性を考える重要
な示唆をいただきました。

① 村田　忠秋【南】
② 青柳　和男【北】 若林　順平【東】
 平沢　誠二【中】
④ 【北】 ㈱ケイケンシステム
  ㈱アプリック
  ㈱日本オープンシステムズ
  ㈱八十二長野銀行
  ㈱ロゴス
  使えるねっと㈱
 【東】 ㈱ＡＮＸ
  ㈱上田エレクトロニクス
  ㈲イージーコンプ
  ㈱みすず綜合コンサルタント
  ㈱三越総研
 【中】 ＴＩＳ長野㈱
 【南】 アルティメイトプロジェクト㈱
  エルシーヴイ㈱
  ㈱サンセイコンピュータシス
テム

① 宮下　千里【中】
② 棚橋　裕弥【北】 神津富治男【北】
 佐藤　寛之【東】 林　　隆嗣【中】
 吉村　圭司【南】

④ 【北】 ＮＴＴ東日本㈱長野支店
  ㈱ＴＯＳＹＳ
  ㈱いとう
  ㈱シー・エス・イー
  　信越オフィス
  ㈱長野県協同電算
  ㈱ビー・クス
 【東】 マリモ電子工業㈱
  ㈱ズー
  長野大学企画情報学部
　【中】 ㈱マイクロテック
  ㈱アドヴァンスト・
  　インフォーメイション・デザイン
  アルゴジャパン・イーエス㈱
  ㈱マイネットシステム
 【南】 ㈱アイテク
  丸登電業㈱

① 小林　宏之【北】
② 倉島　裕二【北】 田中　友人【北】
 山口　恵一【東】 丸茂　　覚【中】
 折井　康浩【南】 柴田　直文【南】 
④ 【北】 ㈱ＮＴＴデータ信越
  オリオンシステム㈱
  ㈱システックス

  富士フィルムビジネス
  　イノベーションジャパン㈱
  ㈱ライフシード
 【東】 ㈱パスカル
  ダイイチ㈱
  コードアカデミー高等学校
 【中】 カタバミ・マネジメント・
  　サービス㈱
  ヒューマンエンジニアリング㈱
 【南】 ㈱ビットコネクト
  長野日本ソフトウエア㈱

① 母袋　卓郎【東】
② 吉江　安史【北】 金子　昌行【北】
 中嶌　洋一【東】 北村　俊之【中】
④ 【北】 ㈱インテージテクノスフィア
  　長野事業所
  炭平コンピューターシステム㈱
  石田通信機㈱
  リコージャパン㈱長野支社
　【東】 ㈱上田ケーブルビジョン
  エプソンアヴァシス㈱
  ㈱テクニカルイン長野
　【中】 ネクストリンクス㈱
  富士コムテック㈱

 【南】 長野システム開発㈱
  日本ナレッジ㈱

① 原　　勝敏【東】
② 渡辺　周二【北】 水野　泰雄【東】
会長　神澤　鋭二【中】
③ 水野　泰雄【東】
④ 【北】 ㈱システムプラン
  ㈱テクネット
 【東】 ㈲デザインルームエム
 【中】 キッセイコムテック㈱

① 渡辺　正志【東】
② 吉川　満則【北】 森尻修一郎【中】
 藤森　宏紀【南】
④ 【北】 ㈱電算
 【東】 ㈲ハルタ
 【中】 SCSK
  　Minoriソリューションズ㈱
 【南】 (同）ジェーシーエム

1 事業開発委員会

2 技術開発委員会

3 人材開発委員会

5 総務委員会

6 支部長会
4 対外交流委員会
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